
GPCRなどのヒト膜蛋白質に対する特異性の高い抗体の作成技術は、
膜蛋白質の局在解析や抗体医薬などの開発に利用できるため、社会
的ニーズの高い研究テーマである。これまで愛媛大学・プロテオサ
イエンスセンターが開発してきた、人工膜リポソーム添加コムギ無
細胞蛋白質合成技術は、構造認識抗体構築に必須なヒト膜蛋白質の
抗原合成に適していることが分かってきた。最新の膜蛋白質抗原作
成技術と構造認識抗体の選抜技術、その実施例を紹介します。 
また近年、創薬等プラットフォームプロジェクトなどによるアカデ
ミア創薬を促進する機運が高まり、大学レベルで数千種類の化合物
を用いたハイスループットスクリーニング（HTS）が可能な時代と
なった。しかし、個別解析とは異なりHTS特有のノウハウを必要とす
る場合が多く、特にHTSに適したアッセイ系の構築技術は報告例も少
ないのが現状である。我々は、これまでにコムギ無細胞系を基盤に
HTSに向けた様々なアッセイ系の構築を行ってきた。それらの問題点
なども含め、HTSアッセイ系構築の方法論についても紹介します。 
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